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令和５年４月号令和５年４月号 23

議
員
　
倒
木
撤
去
費
補
助
金
５０
万
円
の
具
体
的
な
内
容
は
。

地
域
整
備
課
長
　
１２
月
１５
日
か
ら
の
大
雪
で
、
倒
木
に
よ

り
直
接
住
宅
に
被
害
を
及
ぼ
し
、
自
力
で
撤
去
で
き
な
い

１
件
に
対
し
撤
去
・
処
分
費
の
５０
％
、
上
限
を
５０
万
円
と

し
て
支
援
す
る
内
容
で
す
。

議
員
　
ふ
る
さ
と
納
税
応
援
寄
付
金
の
地
区
別
の
件
数
は
。

ま
ち
づ
く
り
課
長
　
左
の
表
の
通
り
で
す
。

議
員
　
今
年
度
の
事
業
費
実
績
が
１
５
０
万
円
だ
が
、
今

年
度
の
補
助
対
象
は
何
台
、
何
名
の
方
が
対
象
に
な
っ
た

の
か
。

住
民
税
務
課
長
　
２
月
末
現
在
で
２０
台
の
車
、
２０
名
の
方

が
申
請
を
行
い
、
補
助
を
受
け
て
お
り
ま
す
。

　議
員
　
電
気
代
・
燃
料
費
高
騰
の
中
で
温
泉
施
設
エ
リ
ア

を
委
託
す
る
際
に
、
個
別
メ
ー
タ
ー
機
は
必
要
な
い
の
か
。

ま
ち
づ
く
り
課
長
　
町
と
し
て
は
、
若
あ
ゆ
温
泉
周
辺
を

食
の
エ
リ
ア
と
し
て
と
ら
え
、
賑
わ
い
創
出
の
一
環
と
し

て
若
あ
ゆ
温
泉
や
コ
テ
ー
ジ
と
の
相
乗
効
果
を
目
指
し
て

い
る
の
で
、
各
施
設
へ
の
設
置
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

議
員
　
最
上
郡
内
で
唯
一
の
本
町
独
自
の
水
利
組
合
等
へ

の
補
助
事
業
だ
が
、
補
助
を
受
け
た
組
合
は
何
件
で
、
金

額
は
ト
ー
タ
ル
で
い
く
ら
な
の
か
。

農
業
振
興
課
長
　
今
年
度
、
水
利
組
合
、
開
田
組
合
等
か

ら
２０
件
の
申
請
が
あ
り
、
ト
ー
タ
ル
で
４
３
４
万
円
の
補

助
金
を
交
付
し
て
お
り
ま
す
。

議
員
　
小
国
川
漁
業
協
同
組
合
の
井
戸
工
事
を
や
っ
て
い

る
と
思
う
が
進
捗
状
況
は
。
ま
た
、
１
号
井
戸
〜
６
号
井

戸
の
う
ち
、
５
号
井
戸
が
抜
け
て
い
る
が
な
ぜ
か
。

農
業
振
興
課
長
　
井
戸
の
修
繕
工
事
は
２
号
井
戸
と
３
号

井
戸
が
終
了
し
、
現
在
は
揚
水
量
を
十
分
確
保
し
て
お
り

ま
す
。

　
５
号
井
戸
に
つ
き
ま
し
て
は
小
国
川
漁
業
協
同
組
合
が

掘
削
し
た
も
の
で
、
町
の
施
設
で
は
な
い
の
で
含
ま
れ
て

お
り
ま
せ
ん
。

質
答

応
疑

３
月
定
例
会

第
１
回
臨
時
会

議 案 審 議

倒
木
撤
去
費
補
助
金

ふ
る
さ
と
納
税

高
齢
者
先
進
安
全
自
動
車
購
入
費
補
助
金

井
戸
工
事

農
業
用
揚
水
ポ
ン
プ
等
電
気
料
金
補
助
金

セ
ン
タ
ー
ハ
ウ
ス

　３
月
定
例
会
は
、
３
月
７
日
か
ら
１５
日
ま
で
の
９
日
間
の
日
程
で
開
か
れ

ま
し
た
。
一
般
質
問
で
は
７
名
の
議
員
が
登
壇
し
、
町
政
運
営
や
課
題
、
将

来
の
展
望
を
た
だ
し
ま
し
た
（
質
問
は
１０
〜
１７
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）。
町
長
提
出

案
件
は
、
令
和
４
年
度
一
般
会
計
・
特
別
会
計
４
件
の
補
正
予
算
、
条
例
の

設
定
や
制
定
、
人
事
案
件
な
ど
、
全
議
案
を
原
案
通
り
可
決
し
ま
し
た
。
令

和
５
年
度
予
算
に
つ
い
て
は
、
予
算
審
査
特
別
委
員
会
を
設
置
し
審
査
を
行

い
、
本
会
議
に
お
い
て
承
認
し
ま
し
た
。

令
和
４
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
　
１
億
７
０
７
０
万
円

物
価
・
電
気
料
高
騰
で
温
泉
管
理
費
増

第1回臨時会
1月27日

3月定例会
3月7日～15日

ふるさとづくり応援事業

補正予算  気になる中身をピックアップ！

　ふるさと納税寄附金の実績見込み
額の増に伴う、ふるさと便（返礼品）
購入費、取扱手数料等に係る経費の
増額

令和4年度は前年より1千万円増の約6億4800万円
のふるさと納税をいただきました。POINT

健康増進事業

全議案の採決結果は 8､9ページに掲載

・健康ポイント※を交換する方の増
・子宮頸がん・乳がん検診の受診者
　の増
・人間ドック拡充健診の受診者の増
※健康づくりや介護予防事業、保健体育事業
　などに参加した方にポイントを付与。貯め
　たポイントは健康グッズや商品券と交換で
　きる。

POINT

現在の社会情勢等を踏まえ、今後どのように対策
を講じていくべきか、議会としても注視しながら
提案を行っていきます。POINT

若あゆ温泉管理事業

　温泉利用者数が前年よりは増えて
いるものの、コロナ以前まで回復し
ておらず、加えて物価及び電気料金
高騰による経費の増加などに伴う委
託料の増額

1751万円 増

46万円 増

増額補正 3億9291万円 ー 減額補正 2億2221万円 ＝ 1億7070万円

２億円 増

令和５年度からは子宮頸がん、乳がん検診の実施
が隔年から毎年実施に拡充されます（令和５年度
は偶数年齢、次年度は奇数年齢の方が対象）。
人間ドックに対する助成は50歳、60歳の方に加え、
40歳の方も対象になります。

北海道
東　北
関　東
中　部
近　畿
中　国
四　国
九　州
沖　縄
合　　計

820
1,277
25,570
5,507
7,910
1,067
553

1,796
10

44,510

地 方 区 分 寄 付 件 数
（単位：件）

ふるさと納税地区別寄付件数
（R4.4.1～R5.2.28）

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

12月の大雪による町内各所での倒木被害（松橋地内）
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令和５年４月号令和５年４月号 45

寄付金
3億521万円
（6.3％）

歳入

町債
4億5150万円（9.3％）

地方交付税
22億6300万円
（46.5％）

県支出金
2億6114万円（5.4％）

使用料および手数料
4384万円（0.9％）

財産収入など
2億56万円（4.1％）

総務費
10億6230万円
（21.8％）

民生費
7億7591万円
（16％）

土木費
8億8670万円
（18.2％）

商工費
1億3240万円（2.7％）

災害復旧費
1494万円（0.3％）

議会費 7456万円（1.5％）予備費 300万円（0.1％）

消防費
2億152万円（4.1％）

教育費
3億4161万円（7％）

農林水産業費
6億2528万円
（12.9％）

公債費
5億2851万円
（10.9％）

衛生費
2億1927万円（4.5％）

町税 4億4491万円（9.1％）
分担金および負担金
1960万円（0.4％）

歳出

　

繰入金
5億1243万円
（10.5％）

地方譲与税
3668万円
（0.8％）
各種交付金
1億2610万円
（2.6％）

国庫支出金
2億103万円（4.1％）

予 算 審 査 ｢わくわく未来ふながた」創造に向けた
　　　　　　　　　 令和５年度当初予算

斎藤　好彦  委員長
さいとう よしひこ

　令和５年度予算審査は、会期中の３月９日から１４日まで、議員全員による予

算審査特別委員会を設置し、委員長に斎藤好彦、副委員長に伊藤欽一を選任し、

一般会計及び特別会計、企業会計を審査しました。

　令和５年度当初予算審査会は、新型コロナウイルス感染症の影響により会

期途中での休会を余儀なくされるなど、予想外の事態が発生いたしましたが、

審査時間の延長などにより当初の会期で審査を終えることができました。

　一部当初予算に反対意見が出されるなど活発な議論が行われ慎重に審査し

た結果、第７次総合発展計画を着実に推進するために不可欠な予算であると

認定し原案どおり可決いたしました。

第
７
次
総
合
発
展
計
画
推
進
の
た
め
に

不
可
欠
な
予
算
と
認
定

一般会計予算総額　48億6600万円

特別会計・企業会計当初予算
　　　　　　　　21億7890万円

主な事業（一部抜粋、☆新規事業、◇一部新規・拡充）

前年度比
9800万円増額（＋2.1％）

前年度比
225万円増額（＋0.1％）

予算審査特別委員会委員長報告

議
員
　
今
後
、
若
あ
ゆ
温
泉
の
大
広
間
の
利
用
拡
大
を
考

え
る
中
で
、
歳
入
額
（
入
湯
税
）
を
減
額
し
て
い
る
訳
は
。

ま
ち
づ
く
り
課
長
　
利
用
者
の
見
込
み
を
前
年
度
ベ
ー
ス

で
計
上
し
て
い
る
た
め
で
す
。

議
員
　
た
ば
こ
税
が
昨
年
よ
り
２
９
３
万
円
ほ
ど
多
く
計

上
さ
れ
て
い
る
。
年
々
増
額
し
て
い
る
が
要
因
は
何
か
。

住
民
税
務
課
長
　
た
ば
こ
の
購
入
数
量
は
昨
年
と
ほ
ぼ
変

わ
り
あ
り
ま
せ
ん
が
、
税
率
改
正
に
よ
り
た
ば
こ
税
が
値

上
が
り
し
た
た
め
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

議
員
　
市
町
村
宝
く
じ
交
付
金
の
金
額
が
毎
年
４
０
０
万

円
と
変
動
が
な
い
の
は
な
ぜ
か
。

財
政
主
査
　
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
と
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
ジ

ャ
ン
ボ
宝
く
じ
が
、
各
市
町
村
に
分
割
し
て
交
付
さ
れ
て

い
ま
す
。
交
付
額
は
令
和
３
年
度
に
約
４
５
０
万
円
、
令

和
４
年
度
に
約
４
３
０
万
円
と
な
っ
て
お
り
、
実
績
に
鑑

み
て
令
和
５
年
度
は
４
０
０
万
円
を
計
上
し
ま
し
た
。

議
員
　
地
域
運
営
組
織
補
助
金
は
３
月
補
正
で
８０
万
円
減

額
し
て
い
る
。
５
年
度
予
算
で
前
年
よ
り
２０
万
円
増
額
し
、

前
年
度
実
績
の
倍
の
額
に
な
っ
て
い
る
が
な
ぜ
か
。

ま
ち
づ
く
り
課
長
　
補
助
金
は
１
団
体
に
つ
き
５０
万
円
と

設
定
し
て
お
り
、現
在
２
団
体
あ
り
ま
す
。令
和
５
年
度
に

長
沢
地
区
で
設
立
の
め
ど
が
立
っ
て
お
り
ま
す
。
舟
形
地

区
で
設
立
の
め
ど
は
ま
だ
立
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
４
地
区

を
想
定
し
て
計
２
０
０
万
円
の
予
算
と
な
っ
て
い
ま
す
。

議
員
　
令
和
６
年
度
に
予
定
し
て
い
る
記
念
事
業
に
、
地

域
映
画
作
成
用
の
８
ミ
リ
フ
ィ
ル
ム
の
提
供
を
町
民
に
募

集
し
て
い
る
が
、
現
在
の
状
況
は
。
ま
た
、
作
成
を
委
託

す
る
委
託
先
の
状
況
は
。

ま
ち
づ
く
り
課
長
　
現
時
点
で
町
内
外
の
方
か
ら
１０
本
の

フ
ィ
ル
ム
の
提
供
が
あ
り
、
さ
ら
に
相
談
が
寄
せ
ら
れ
て

い
る
も
の
が
２
本
ほ
ど
あ
り
ま
す
。
作
成
委
託
先
は
現
在

の
と
こ
ろ
１
社
に
相
談
し
て
い
ま
す
が
、
今
後
他
の
業
者

に
も
相
談
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

一
般
会
計

質
答

応
疑

入
湯
税

歳
　入

地
域
づ
く
り
支
援
事
業

町
制
施
行
７０
周
年
記
念
事
業

歳
　出

た
ば
こ
税

宝
く
じ

国 民 健 康 保 険 事 業 会 計
後期高齢者医療事業会計
介 護 保 険 事 業 会 計
農 業 集 落 排 水 事 業 会 計
公 共 下 水 道 事 業 会 計
水 道 事 業 会 計

事　業　名会 計

特別会計

☆議会映像配信システム導入事業…118万円
☆町制施行70周年記念事業………1038万円
☆園芸拡大ステップアップ事業費補助金
　　　　　　　　　　　　　　　…300万円
☆コンビニ交付サービス推進事業…158万円
☆ゼロカーボンシティ推進事業……680万円

◇ワンコインがん検診……………710万円
◇人間ドック等拡充健診事業……769万円
◇東北農林専門職大学総合プロジェクト事業
　　　　　　　　　　　　　 …7946万円
◇融雪設備導入補助金……………450万円
◇ICT教育事業 ……………………240万円

企業会計

予　算　額（前年度比）
5億7 ,140万円（△1.87%）
7,240万円（△4.61%）

7億5,300万円（△4.28%）
2億4,400万円（＋3.30%）
2億2,880万円（＋20.48%）
3億　930万円（＋1.19%）

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

大切に保管されていた懐かしい８ミリフィルム‼

改修された大広間の利用拡大を目指す



令和５年４月号令和５年４月号 67

議
員
　
前
年
と
比
べ
３４
％
減
額
に
な
っ
て
い
る
が
、
交
流

事
業
の
核
に
な
る
団
体
で
は
な
い
の
か
。

ま
ち
づ
く
り
課
長
　
町
内
か
ら
舟
形
町
東
京
友
の
会
総

会
・
舟
形
町
民
ま
つ
り
に
参
加
す
る
方
へ
の
補
助
金
と
な

っ
て
い
ま
す
。
こ
こ
数
年
コ
ロ
ナ
の
影
響
も
あ
り
、
参
加

人
数
が
増
え
て
い
な
い
た
め
、
実
績
に
応
じ
て
減
額
し
ま

し
た
。
当
団
体
は
町
を
応
援
し
て
く
だ
さ
る
交
流
団
体
で

す
。
令
和
６
年
度
は
町
制
施
行
７０
周
年
も
あ
る
の
で
、
参

加
者
の
増
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

議
員
　
緊
急
通
報
電
話
取
付
等
手
数
料
の
内
容
と
、
取
付

予
定
台
数
及
び
現
在
ま
で
設
置
台
数
は
。

健
康
福
祉
課
長
　
最
上
広
域
（
消
防
本
部
）
と
緊
急
の
場

合
に
直
通
で
連
絡
で
き
る
電
話
を
設
置
す
る
内
容
で
す
。

令
和
５
年
度
は
５
台
を
予
定
し
て
お
り
、
現
在
ま
で
３０
台

設
置
し
て
い
ま
す
。

議
員
　
令
和
４
年
度
予
算
よ
り
２
０
４
万
円
増
の
７
０
５

万
円
の
予
算
を
計
上
し
て
い
る
が
、
対
象
者
増
や
作
業
工

賃
の
ア
ッ
プ
を
見
込
ん
で
の
計
画
な
の
か
。

健
康
福
祉
課
長
　
対
象
者
が
若
干
増
え
る
見
込
み
で
す
。

単
価
に
つ
い
て
も
最
低
賃
金
の
改
定
や
、
重
機
を
使
っ
た

単
価
ア
ッ
プ
も
あ
り
増
額
し
て
お
り
ま
す
。

議
員
　
町
の
各
地
区
で
老
人
ク
ラ
ブ
が
無
く
な
っ
て
い
る
。

健
康
寿
命
推
進
や
色
々
な
講
座
で
老
人
ク
ラ
ブ
の
占
め
る

役
割
は
大
き
い
と
思
う
。
町
と
し
て
も
力
を
入
れ
る
べ
き

と
思
う
が
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。

健
康
福
祉
課
長
　
町
と
し
て
も
い
ろ
い
ろ
な
事
業
等
を
検

討
し
な
が
ら
、
老
人
ク
ラ
ブ
に
つ
い
て
も
引
き
続
き
運
営

し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
、
相
談
に
乗
っ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
　
　
　

議
員
　
消
防
組
織
法
の
中
に
市
町
村
の
消
防
に
要
す
る
費

用
は
当
該
市
町
村
が
こ
れ
を
負
担
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
い
う
法
律
が
あ
る
わ
け
だ
が
、
町
と
し
て
認
識
し
て
い

る
の
か
。
ま
た
そ
の
考
え
は
。

町
長
　
法
律
に
つ
い
て
は
認
識
し
て
い
ま
す
。
令
和
５
年

度
に
消
防
ポ
ン
プ
積
載
車
を
購
入
す
る
と
全
体
で
２
巡
目

が
終
わ
る
の
で
、
次
回
か
ら
は
負
担
を
い
た
だ
か
な
い
方

向
で
考
え
て
い
ま
す
。

緊
急
通
報
電
話

老
人
ク
ラ
ブ

消
防
ポ
ン
プ
積
載
車
購
入

議
員
　
人
間
ド
ッ
ク
等
拡
充
健
診
委
託
料
４
０
８
万
円
の

計
上
根
拠
は
。
ま
た
、
舟
形
町
独
自
の
オ
プ
シ
ョ
ン
検
査

制
度
が
最
上
検
診
セ
ン
タ
ー
職
員
の
一
部
に
周
知
さ
れ
て

い
な
い
よ
う
だ
が
。

健
康
福
祉
課
長
　
委
託
料
は
令
和
４
年
度
実
績
で
の
予
算

計
上
で
す
。
検
診
セ
ン
タ
ー
と
の
打
合
せ
時
に
、
オ
プ
シ

ョ
ン
検
査
制
度
の
周
知
徹
底
を
お
願
い
す
る
よ
う
に
し
ま

す
。

議
員
　
管
理
委
託
料
が
３
・
３
倍
に
増
額
し
て
い
る
要
因

は
。

住
民
税
務
課
長
　
令
和
５
年
度
よ
り
人
件
費
に
加
え
、
火

葬
炉
点
検
や
光
熱
水
費
な
ど
の
施
設
管
理
に
係
る
経
費
を

含
め
て
委
託
す
る
た
め
、
増
額
と
な
り
ま
し
た
。

議
員
　
企
業
立
地
及
び
雇
用
促
進
補
助
金
の
内
容
は
。

ま
ち
づ
く
り
課
長
　
一
つ
は
、
企
業
が
舟
形
町
に
入
っ
て

く
る
際
の
用
地
の
取
得
ま
た
は
造
成
に
係
る
経
費
の
補
助

で
、
補
助
率
が
３
／
４
で
上
限
が
１
５
０
０
万
円
ま
で
で

す
。
も
う
一
つ
は
、
建
物
や
必
要
な
機
械
類
の
取
得
に
要

し
た
経
費
の
補
助
で
、
補
助
率
が
１
／
５
で
上
限
が
１
５

０
０
万
円
ま
で
で
す
。
二
つ
の
補
助
を
合
わ
せ
て
上
限
３

０
０
０
万
円
の
補
助
と
な
り
ま
す
。

議
員
　
温
泉
施
設
内
で
食
事
等
の
利
用
者
を
増
や
す
に
は
、

券
売
機
の
配
置
や
入
り
口
等
の
工
夫
が
必
要
で
は
な
い
の

か
。

ま
ち
づ
く
り
課
長
　
今
後
、
温
泉
管
理
者
と
相
談
し
な
が

ら
、
お
客
様
が
利
用
し
や
す
い
動
線
を
検
討
し
て
い
き
ま

す
。

議
員
　
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
の
工
事
１
億
８
３
０
０

万
円
の
内
容
は
。

ま
ち
づ
く
り
課
長
　
建
築
工
事
は
、
屋
根
と
外
壁
の
塗
装

及
び
玄
関
ホ
ー
ル
の
フ
ロ
ー
リ
ン
グ
工
事
。
電
気
工
事
は
、

照
明
器
具
を
Ｌ
Ｅ
Ｄ
に
変
更
。
機
械
設
備
工
事
は
、
エ
ア

コ
ン
の
設
置
、
ボ
イ
ラ
ー
２
基
と
給
湯
設
備
の
更
新
。
仮

設
工
事
は
、
足
場
の
設
置
・
撤
去
で
す
。

斎
場
管
理

若
あ
ゆ
温
泉

企
業
立
地
及
び
雇
用
促
進
補
助
金

農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
改
修
工
事

人
間
ド
ッ
ク

決 算 審 査 決 議 審 査

ふ
る
さ
と
応
援
団
事
業
補
助
金

除
雪
サ
ー
ビ
ス
扶
助
費

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

第30回舟形町東京友の会・舟形町民まつりのようす通常より8130円お得に受信できます（舟形町独自事業）

次回から町内会の負担がなくなる方向の積載車大規模改修を予定している農村環境改善センター

1,000円1,000円
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議 案 の 採 決 状 況

＊議長は採決に加わらない。　※報告は採決を行わない。除

令和５年第１回臨時会　議案の採決状況

令和５年第１回定例会　議案の採決状況

可 決

21 3 4 5 6 7 8 9 10

議案
1号 〇〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ＊

八
鍬

　太

奥
山
謙
三

叶
内
富
夫

佐
藤
広
幸

斎
藤
好
彦

石
山
和
春

小
国
浩
文

伊
藤
欽
一

荒
澤
広
光

叶
内
昌
樹

議　　案　　名
議
案
番
号

採
決
結
果

欠 退 除○賛成　　×反対　　○欠席　　○退席　　○除斥

本会議 14人

2人

０人

会議種別

◆令和５年第１回定例会  会期及び審議内容 ※本会議前、議会運営委員会及び全員協議会を実施

午前（10:00～12:00） 午後（13:00～16:00） 傍聴者数

3月7日（火）

会　期

本会議 4人3月8日（水）

本会議
・

委員会
3月9日（木）

休会 ー

２人

1人

3月10日（木）

委員会3月13日（月）

委員会3月14日（火）

本会議3月15日（水）

・町長行政報告
・一般質問２名

・議案審議
（議案８号～議案10号、議案
　38号、議案11号～16号）

・一般質問２名

・一般質問３名
　終了後、各常任委員会

＜予算審査特別委員会設置＞
予算審査特別委員会

予算審査特別委員会
各常任委員会
全員協議会

・予算審査特別委員会報告
・議案審議（議案31号～37号、議案17号～30号、発議1号）
・閉会中の所管事務調査報告　・舟形町議会地域活性化特別委員会報告
・舟形町議会新型コロナウイルス感染症対策特別委員会報告
　終了後、広報常任委員会

・議案審議（議案２号～７号）

予算審査特別委員会（新型コロナウイルスの影響により休会）

休会 ー3月11日（土）～12日（日） 休　会

休　会

予算審査特別委員会

議案
2号

議案
3～7号

議案
8号

議案
9号

議案
10号

議案
11号

議案
12号

議案
13号

議案
14号

議案
15号

議案
16号

議案
17号

議案
18号

議案
19～28号

議案
29～30号

議案
31号

議案
32～36号

議案
37号

議案
38号

発議
1号

令和４年度舟形町一般会計補正予算（第８号）

令和４年度特別会計補正予算（５件）

舟形町個人情報保護法施行条例の設定

舟形町情報公開・個人情報保護審査会条例の設定

舟形町印鑑条例の一部を改正する条例の制定

舟形町国民健康保険税条例の一部を改正する条例の制定

舟形町手数料条例の一部を改正する条例の制定

舟形町国民健康保険条例の一部を改正する条例の制定

舟形町鮎中間育成施設等の指定管理者の指定

舟形町サケふ化場の指定管理者の指定

最上広域ふるさと市町村圏基金に対する出資金に係る権利の放棄

舟形町教育委員会教育長の任命

舟形町固定資産評価審査委員会委員の選任

舟形町農業委員会委員の選任

舟形町人権擁護委員の推薦

令和５年度舟形町一般会計歳入歳出予算

令和５年度舟形町特別会計歳入歳出予算（５件）

令和５年度舟形町水道事業会計予算

舟形町議会の個人情報の保護に関する条例の設定

舟形町議会議員及び舟形町長の選挙における選挙運動の公営に
関する条例の一部を改正する条例の制定

令和４年度舟形町一般会計補正予算（第７号）

〇× 〇 × 〇 〇 〇 〇 可 決〇 ＊

〇〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可 決〇 ＊

〇〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可 決〇 ＊

〇〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可 決〇 ＊

〇〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可 決〇 ＊

〇〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可 決〇 ＊

〇〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可 決〇 ＊

〇〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可 決〇 ＊

〇〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可 決〇 ＊

〇〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可 決〇 ＊

〇〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可 決〇 ＊

〇〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可 決〇 ＊

〇〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可 決〇 ＊

〇〇 〇 〇 〇 〇 〇
〇
一部
除

可 決〇 ＊

〇〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可 決〇 ＊

〇× 〇 × 〇 〇 × 〇 可 決〇 ＊

〇× 〇 × 〇 〇 × 〇 可 決〇 ＊

〇× 〇 × 〇 〇 × 〇 可 決〇 ＊

〇〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可 決〇 ＊

〇〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可 決〇 ＊

透明性のある経営を望む

反対討論

反対討論
　若あゆ温泉あゆっこ村のセンターハウスは、改修を終えて温泉地内の賑わい創出の一

環として、地域おこし協力隊と連携して町観光物産協会がレストランを開店し、賑わい

作りに貢献したことは大変良いことだと思います。また、公共施設において町観光物産

協会の委託として起業する取り組みについては、高く評価いたします。

　しかしながら、個人事業者においては賃貸料・光熱費等々の経費は使用した分の支払

いを事業者が行わなければなりません。起業場所が公共施設ということもあり、センタ

ーハウス内においては、若あゆ温泉あゆっこ村とメーターを分けて、個別メーター機の

設置が必要です。

　私は予算案の観光費の内容に対して反対いたします。叶内　昌樹  議員

準備不足　雇用２～３名では効果なし
　企業立地及び雇用促進補助金について、２つの観点から反対します。

　１つ目は、町長より答弁のあった民間企業が計画している事業計画では、立地したと

しても２～３名の雇用見込みとのことです。それでは費用対効果があまりにも少なく、

整備する意味が無いと考えます。

　２つ目は、もし町に工業地帯を整備する考えがあるのであれば、土地の場所、誘致企

業の数など周到なる準備をしたうえで立地場所の選定を行い、予算化すべきものと考え

ます。

　今回の予算案は、事業計画や事前準備が非常に甘く、雑な計画です。これは町民の為

にならない予算案です。

　この甘い事業計画の中で少数の雇用しか生まないことが組まれた予算案には反対です。

結果は議案の採決状況（８ページ）の通り、賛成多数により可決されました。

※討論とは‥‥議題の案件に

対し、採決の前に賛成か反対

かの意見を表明すること。

佐藤　広幸  議員

除斥とは、議案と一定の利害関係を持つ議員は当該議案の審議に参加できない制度のことです。

令和５年度舟形町一般会計歳入歳出予算について
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11ページ
小国  浩文　議員
お ぐ に ひろふみ

★１　町道舟形一の関線側溝蓋整備状況は
★２　新型コロナウイルスとの共生は

12ページ
荒澤  広光　議員
あらさわ ひろみつ

★１　専門職大学開学に向けた事業の進捗は

13ページ
石山  和春　議員
いしやま かずはる

★１　観光振興には情報発信が重要では
★２　子育て支援策の更なる充実を

14ページ
斎藤  好彦　議員
さいとう よしひこ

15ページ
叶内  昌樹　議員
かなうち ま さ き

16ページ
伊藤  欽一　議員
い と う きんいち

17ページ
奥山  謙三　議員
おくやま けんぞう

〈
一
般
質
問  

掲
載
要
綱
〉

●
一
般
質
問
本
文
へ
の
掲
載
件
数
は
、
２
件
以
内
で

　
３
件
目
は
タ
イ
ト
ル
の
み
掲
載
。

●
本
文
の
字
数
は
、
質
問
３
０
０
字
以
内
、
答
弁
は

　
５
０
０
字
以
内
の
た
め
、
内
容
を
要
約
し
て
掲
載
。

★
マ
ー
ク
の
つ
い
た
内
容
を
一
般
質
問
本
文
へ
掲
載
。

　定例会において、各議員が住民の代表として行財政全般にわたり
町当局の考え方や疑問をただすことです。単に疑問を晴らし事実関
係を明らかにするだけでなく、現行政策の見直し、新規政策を提言
する、議員の重要な活動です。（議員ひとりにつき持ち時間は一人40分）

一 般 質 問

町
政
を
問
う

一般質問とは

一
般
質
問
に
７
人
が
登
壇

町道舟形一の関線
　　  側溝蓋整備状況は

質
問
　
町
道
舟
形
一
の
関
線

の
側
溝
蓋
の
整
備
を
行
っ
て

い
る
よ
う
で
す
が
、
最
初
に

私
が
議
案
審
議
の
中
で
小
学

生
の
子
供
が
鉄
筋
蓋
に
両
足

を
落
と
し
た
事
故
が
あ
り
、

大
変
危
険
な
側
溝
な
の
で
、

改
修
が
必
要
で
は
な
い
か
と

質
問
を
行
い
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
２
人
の
議
員
の

方
々
か
ら
も
一
般
質
問
が
あ

り
、
令
和
４
年
度
か
ら
工
事

着
工
と
な
り
、
小
学
生
が
安

全
に
登
校
で
き
る
よ
う
に
な

る
よ
う
な
の
で
安
堵
し
て
お

り
ま
す
。
今
回
の
工
事
計
画

で
は
流
雪
溝
側
だ
け
の
改
修

な
の
か
、
反
対
側
の
側
溝
の

改
修
は
考
え
て
い
な
い
の
か
、

町
の
考
え
を
伺
い
ま
す
。

町
長
　
側
溝
蓋
整
備
に
つ
い

て
は
小
国
議
員
を
は
じ
め
２

名
の
議
員
に
ご
質
問
を
い
た

だ
き
、
さ
ら
に
母
親
委
員
会

か
ら
の
要
望
も
あ
り
ま
し
た

の
で
、
通
学
路
の
安
全
確
保

を
図
る
た
め
、
格
子
状
の
鉄

筋
蓋
か
ら
コ
ン
ク
リ
ー
ト
蓋

に
変
更
す
る
な
ど
の
側
溝
整

備
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

今
後
の
見
通
し
に
つ
い
て
は
、

現
時
点
で
は
令
和
８
年
度
ま

で
の
事
業
完
了
を
予
定
し
て

お
り
ま
す
が
、
早
期
完
成
を

目
指
し
て
事
業
を
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　
反
対
側
の
側
溝
改
修
に
つ

い
て
で
す
が
、
ご
指
摘
の
箇

所
は
道
路
と
住
宅
の
高
低
差

も
あ
り
施
工
困
難
な
箇
所
も

多
く
あ
る
の
で
、
一
旦
事
業

完
了
後
に
通
学
路
と
し
て
の

安
全
性
に
つ
い
て
検
証
し
、

町
内
の
他
地
区
と
の
側
溝
整

備
の
要
望
と
も
照
ら
し
合
わ

せ
、
必
要
で
あ
れ
ば
取
り
組

み
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
と
の
共
生
は

感
染
予
防
に
注
意

し
な
が
ら
イ
ベ
ン
ト

等
を
行
っ
て
い
く

質
問
　
町
と
し
て
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

と
の
共
生
に
向
け
、

令
和
５
年
度
の
町
イ

ベ
ン
ト
等
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
以
前
の
状
態
に

戻
す
考
え
は
あ
る
の

か
伺
い
ま
す
。

町
長
　
国
の
会
議
に

お
い
て
、
令
和
５
年

５
月
８
日
か
ら
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
に
つ
い
て
、
５

類
感
染
症
に
位
置
付

け
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で

講
じ
て
き
た
政
策
や
措
置
に

つ
い
て
は
見
直
し
を
行
う
こ

と
と
な
り
ま
す
が
、
ワ
ク
チ

ン
接
種
に
つ
い
て
は
予
防
接

種
法
に
基
づ
い
て
実
施
さ
れ

る
た
め
、
必
要
な
接
種
に
つ

い
て
は
引
き
続
き
自
己
負
担

な
く
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
す

る
、
と
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
状
況

を
踏
ま
え
、
町
の
イ
ベ
ン
ト

等
に
つ
い
て
は
感
染
予
防
に

注
意
し
な
が
ら
行
っ
て
い
く

方
針
で
す
。

早期完成を目指す　　
小国  浩文　議員
おぐに ひろふみ　

　１　温泉を利活用した健康増進支援策を
　２　移住から永住に向けた支援策を
★３　縄文の女神の里帰りの実現性は

★１　公共施設の今後の利活用は
★２　町長が掲げた公約の執行率は

★１　すくすく赤ちゃん祝い金増額を

★１　子育て世帯へのさらなる支援を
★２　地域おこし協力隊員の採用計画は

通学に危険な鉄筋蓋

厚生労働省ホームページより

質
問

町
長

質
問

町
長
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観光振興には
　  情報発信が重要では

質
問
　
観
光
事
業
は
、
時
々

の
社
会
情
勢
、
経
済
状
況
に

よ
り
大
き
く
変
わ
り
か
じ
取

り
は
非
常
に
む
ず
か
し
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

　
特
定
の
事
業
、
取
り
組
み

で
は
上
限
が
見
え
て
お
り
、

不
特
定
多
数
の
来
町
者
が
な

け
れ
ば
関
係
人
口
の
拡
大
は

見
込
め
な
い
と
考
え
ま
す
が

町
長
の
考
え
を
伺
い
ま
す
。

　
町
は
ど
の
よ
う
な
情
報
発

信
を
し
ど
の
よ
う
な
Ｐ
Ｒ
を

さ
れ
て
い
る
の
か
伺
い
ま
す
。

町
長
　
町
の
第
７
次
総
合
発

展
計
画
に
は
「
交
流
・
関
係

人
口
の
拡
大
」
を
基
本
施
策

に
掲
げ
、
現
状
と
課
題
、
展

開
方
針
、
主
な
取
り
組
み
に

つ
い
て
記
載
し
て
お
り
ま
す
。

　
観
光
と
交
流
を
別
も
の
と

し
て
捉
え
て
い
る
も
の
で
は

な
く
、
交
流
事
業
の
展
開
に

よ
り
交
流
人
口
の
増
を
図
り

町
に
興
味
や
愛
着
を
持
っ
て

い
た
だ
く
方
を
増
や
す
こ
と

が
観
光
者
の
増
に
つ
な
が
る

と
考
え
て
い
る
も
の
で
す
。

　
地
域
資
源
の
有
効
活
用
や

各
種
イ
ベ
ン
ト
及
び
施
設
情

報
を
発
信
し
交
流
人
口
・
関

係
人
口
の
拡
大
を
目
指
し
て

お
り
ま
す
。
情
報
発
信
に
つ

い
て
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ

の
活
用
、
各
メ
デ
ィ
ア
へ
の

プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス
な
ど
に
よ

り
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

子
育
て
支
援
策
の

　
　
　
　更
な
る
充
実
を

ニ
ー
ズ
に
合
っ
た

　支
援
策
を
充
実
さ
せ
る

質
問
　
町
は
、
こ
れ
ま
で
多

く
の
子
育
て
支
援
策
を
講
じ

て
お
り
ま
す
。
成
果
は
出
て

い
る
も
の
と
思
っ
て
お
り
ま

す
が
、
な
か
な
か
少
子
化
に

は
歯
止
め
が
か
か
っ
て
い
な

い
の
も
現
状
だ
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。
支
援
策
を
講
じ
て

い
る
と
は
い
え
、
年
度
末
、

年
度
初
め
に
は
保
護
者
の
出

費
が
か
さ
む
の
も
事
実
で
す
。

　
新
１
年
生
に
ラ
ン
ド
セ
ル

の
無
償
提
供
の
考
え
が
な
い

の
か
伺
い
ま
す
。

町
長
　
国
は
妊
娠
期
と
出
産

時
に
計
１０
万
円
相
当
を
給
付

す
る
出
産
・
子
育
て
応
援
交

付
金
制
度
を
新
設
し
、
異
次

元
の
少
子
化
対
策
の
柱
と
し

て
、
児
童
手
当
の
所
得
制
限

撤
廃
や
対
策
年
齢
の
引
き
上

げ
に
関
し
て
３
月
末
ま
で
た

た
き
台
を
ま
と
め
る
よ
う
で

す
。

　
町
独
自
の
事
業
と
し
て
は

妊
娠
出
産
包
括
支
援
事
業
の

充
実
、
産
婦
検
診
費
用
の
助

成
、
す
く
す
く
赤
ち
ゃ
ん
祝

い
金
の
支
給
等
々
切
り
目
な

い
支
援
を
続
け
て
ま
い
り
ま

し
た
。

　
進
学
の
際
に
は
出
費
が
か

さ
む
こ
と
と
思
い
ま
す
の
で

何
ら
か
の
支
援
が
必
要
と
考

え
て
お
り
ま
す
。
ニ
ー
ズ
に

合
っ
た
子
育
て
支
援
策
を
充

実
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ＳＮＳを活用し取り組む

一 般 質 問 一 般 質 問

質
問
　
来
春
、
新
庄
市
に
開

学
す
る
東
北
農
林
専
門
職
大

学
（
仮
称
）
関
連
で
本
町
で

進
め
て
い
る
事
業
に
つ
い
て
、

　
１
、
町
で
行
っ
て
い
る
、

民
間
ア
パ
ー
ト
誘
致
対
象
地

の
造
成
工
事
の
進
捗
状
況
は
。

　
２
、
昨
年
９
月
時
点
で
民

間
事
業
者
か
ら
問
い
合
わ
せ

が
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
の
状

況
は
。

　
３
、
大
学
２
年
生
か
ら
行

わ
れ
る
隣
地
実
務
実
習
先
は
、

県
全
体
で
３
２
９
経
営
体
、

う
ち
最
上
地
域
は
７４
経
営
体
、

舟
形
町
内
の
実
習
先
の
確
保

の
状
況
は
。

　
県
は
学
生
や
教
職
員
の
飲

食
、
居
住
な
ど
に
よ
る
消
費
、

企
業
と
の
共
同
開
発
に
よ
る

売
り
上
げ
増
な
ど
、
経
済
波

及
効
果
は
開
学
４
年
後
に
１０

億
円
強
と
発
表
し
て
い
ま
す
。

　
本
町
の
専
門
職
大
学
関
連

事
業
が
ス
ム
ー
ズ
に
行
わ
れ

る
よ
う
に
近
隣
住
民
、
町
民

に
丁
寧
な
説
明
が
必
要
だ
と

思
い
ま
す
が
、
町
長
の
考
え

を
伺
い
ま
す
。

町
長
　
東
北
農
林
専
門
職
大

学
（
仮
称
）
に
関
す
る
山
形

県
の
発
表
に
よ
る
と
、
校
舎

本
体
工
事
が
１２
月
完
成
、
令

和
６
年
４
月
開
学
に
向
け
て
、

学
生
の
募
集
な
ど
最
終
的
な

準
備
に
入
っ
て
い
く
よ
う
で

す
。

　
１
点
目
の
造
成
工
事
の
進

捗
に
つ
い
て
は
、
最
上
川
の

河
道
掘
削
土
砂
を
盛
土
材
と

し
て
活
用
し
、
現
時
点
で
は

盛
土
工
事
と
外
周
の
水
路
工

事
が
完
成
し
、
令
和
５
年
度

は
法
面
工
事
と
造
成
地
内
の

道
路
工
事
を
実
施
す
る
予
定

で
す
。

　
２
点
目
の
民
間
事
業
者
の

状
況
に
つ
い
て
は
、
３
社
に

ア
パ
ー
ト
建
設
及
び
運
営
に

対
し
て
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施

し
前
向
き
な
感
触
を
得
て
い

ま
す
。
４
月
下
旬
コ
ン
ペ
開

始
、
５
月
上
旬
に
事
業
者
の

決
定
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
３
点
目
の
隣
地
実
務
実
習

先
は
、
最
上
地
域
は
農
業
が

６１
経
営
体
、
森
林
業
が
１５
経

営
体
と
な
っ
て
い
ま
す
。
　

　
本
町
に
お
い
て
は
、
農
業

が
１５
経
営
体
と
最
上
地

域
の
市
町
村
で
は
最
も

多
く
、
栽
培
品
目
は
、

水
稲
、
ね
ぎ
、
に
ら
、

ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
、
き
ゅ

う
り
、
ト
マ
ト
、
た
ら

の
芽
、
行
者
に
ん
に
く
、

う
る
い
、
さ
く
ら
ん
ぼ
、

ラ
ズ
ベ
リ
ー
、
マ
ッ
シ

ュ
ル
ー
ム
等
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　
令
和
５
年
度
に
お
い

て
民
間
事
業
者
に
よ
る

学
生
・
教
職
員
用
の
共

同
住
宅
の
建
築
、
学
生

の
交
通
手
段
、
休
日
の

憩
い
の
場
づ
く
り
に
関

し
、
近
隣
住
民
に
き
め

細
や
か
に
説
明
を
行
い
、

町
内
会
長
会
議
、
町
広

報
誌
等
を
活
用
し
広
く

情
報
を
提
供
し
て
ま
い

り
ま
す
。

５
月
に
民
間
ア
パ
ー
ト
事
業
者
を
決
定
予
定

専
門
職
大
学
開
学
に
向
け
た
事
業
の
進
捗
は

石山  和春　議員
いしやま かずはる

荒澤  広光　議員
あらさわ ひろみつ

新庄市に建設中の大学本体工事
（12月完成予定）

にぎやかな子供の声が響く舟形に

町の魅力を発信する観光パンフレット

【山形県内の臨地実務実習先（令和５年３月現在）】

質
問

質
問

町
長

町
長

町
長

質
問
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お母さんの帰りを待つ女神たち

町民が誇れる町の未来づくりを望む 移転を迫られている県立博物館

専属指導員が常駐している有料の健康クラブ（最上町福祉センター内）

公共施設の
　　  今後の利活用は

質
問
　
大
規
模
改
修
を
終
え

た
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
を
は

じ
め
、
町
の
重
要
な
施
設
は

町
内
町
外
を
問
わ
ず
利
用
の

促
進
が
必
要
と
考
え
ま
す
。

生
涯
を
通
じ
る
健
康
づ
く
り

の
推
進
と
し
て
、
個
人
で
も

利
用
が
出
来
る
健
康
運
動
器

具
を
備
え
ら
れ
な
い
か
伺
い

ま
す
。

町
長
　
町
公
共
施
設
は
、
住

民
の
学
習
活
動
の
支
援
や
文

化
の
振
興
、
健
康
な
ら
び
に

社
会
福
祉
の
増
進
を
図
る
た

め
に
設
置
さ
れ
て
い
る
も
の

で
す
。

　
健
康
づ
く
り
と
し
て
は
、

町
の
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で

あ
る
「
１
０
０
歳
元
気
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
に
お
い
て
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
施
設
で
の

運
動
器
具
は
現
在
Ｂ
＆
Ｇ
に

数
台
設
置
し
て
い
る
だ
け
で

す
。
過
去
に
は
農
村
環
境
セ

ン
タ
ー
や
農
林
漁
業
体
験
実

習
館
に
運
動
器
具
を
設
置
し

て
お
り
ま
し
た
が
、
利
用
人

数
の
減
少
と
器
具
の
老
朽
化

か
ら
設
置
し
て
い
な
い
の
が

現
状
で
す
。
現
時
点
で
は
、

公
共
施
設
へ
の
新
た
な
運
動

器
具
の
設
置
は
考
え
て
お
り

ま
せ
ん
。
健
康
づ
く
り
の
推

進
に
お
い
て
は
自
分
の
体
質

や
体
力
を
把
握
し
、
日
常
生

活
に
お
け
る
運
動
習
慣
や
自

主
的
な
活
動
に
繋
が
る
こ
と

が
望
ま
し
い
と
考
え
ま
す
。

健
康
で
長
生
き
す
る
こ
と
と

運
動
の
大
切
さ
に
つ
い
て
町

民
の
意
識
を
高
め
ら
れ
る
よ

う
今
後
も
努
力
し
て
ま
い
り

ま
す
。

町
長
が
掲
げ
た

　
　
　公
約
の
執
行
率
は

評
価
は
町
民
に
よ
る
判
断

質
問
　
舟
形
町
町
長
と
し
て
、

２
期
目
の
終
盤
に
な
る
が
、

掲
げ
た
公
約
の
実
行
性
と
自

己
評
価
は
。

町
長
　
令
和
２
年
か
ら
２
期

目
と
し
て
町
長
の
重
責
を
担

わ
さ
れ
て
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
。
公
約
に
は
３
つ
の
基

本
方
針
を
継
続
し
て
揚
げ
て

お
り
、
第
７
次
舟
形
町
総
合

発
展
計
画
に
お
い
て
実
現
を

目
標
に
全
力
で
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
以
前
、
２
期
目
の

意
向
に
つ
い
て
「
取
組
に
つ

い
て
自
分
で
点
数
を
つ
け
る

と
い
う
こ
と
は
大
変
お
こ
が

ま
し
い
こ
と
で
あ
る
」
と
お

答
え
し
て
お
り
、
今
で
も
そ

の
気
持
ち
は
同
様
で
す
。

　
評
価
は
自
分
で
く
だ
す
も

の
で
は
な
く
、
町
民
の
皆
様

か
ら
判
断
し
て
い
た
だ
く
も

の
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
多

く
の
公
約
を
実
現
で
き
る
よ

う
、
微
力
な
が
ら
粉
骨
砕
身

全
力
で
取
り
組
ん
で
い
く
所

存
で
あ
り
ま
す
。

町民の関わり意識が大切

一 般 質 問 一 般 質 問

質
問
　
県
立
博
物
館
は
、
令

和
５
年
４
月
で
開
館
５２
年
と

な
り
施
設
の
老
朽
化
に
加
え
、

山
形
市
に
よ
る
霞
城
公
園
の

保
存
整
備
に
伴
う
「
山
形
城

跡
保
存
管
理
計
画
」
の
合
意

に
よ
り
現
在
地
か
ら
の
移
転

を
迫
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ

を
受
け
て
移
転
整
備
に
向
け

た
有
識
者
懇
談
会
が
開
催
さ

れ
、
様
々
な
視
点
か
ら
協
議

さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
機
会

を
チ
ャ
ン
ス
と
捉
え
積
極
的

な
誘
致
運
動
を
展
開
す
べ
き

と
考
え
ま
す
。

　
新
県
立
博
物
館
は
基
本
構

想
か
ら
開
館
ま
で
１０
年
程
度

か
か
る
と
想
定
し
て
い
ま
す
。

基
本
構
想
の
段
階
で
の
積
極

的
な
誘
致
運
動
が
必
要
で
あ

り
町
長
を
先
頭
に
出
土
地
に

展
示
が
で
き
る
よ
う
推
し
進

め
る
べ
き
で
あ
る
と
考
え
ま

す
。
実
現
性
等
に
つ
い
て
、

町
長
の
考
え
を
伺
い
ま
す
。

町
長
　
舟
形
町
か
ら
出
土
し

た
国
宝
「
縄
文
の
女
神
」
は
、

今
年
度
、
出
土
３０
周
年
、
国

宝
指
定
１０
周
年
を
迎
え
、
こ

れ
ま
で
様
々
な
取
組
を
行
っ

て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
令
和
３
年
度
に
立
ち
上
げ

た
「
お
か
え
り
女
神
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
」
で
は
、
新
潟
県
十

日
町
市
の
博
物
館
や
、
プ
ロ

ジ
ェ
ク
シ
ョ
ン
マ
ッ
ピ
ン
グ

を
導
入
し
て
展
示
を
工
夫
し

て
い
る
施
設
な
ど
の
視
察
を

行
い
、
今
年
度
は
、
そ
れ
を

も
と
に
「
縄
文
の
女
神
ミ
ュ

ー
ジ
ア
ム
（
仮
称
）
基
本
構

想
」
を
ま
と
め
て
い
ま
す
。

基
本
構
想
で
は
、
新
施
設
整

備
の
方
向
性
と
し
て
、
「
集

ま
り
、
つ
な
が
る
博
物
館
」

を
テ
ー
マ
に
、
町
民
等
へ
の

多
様
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で

き
る
複
合
施
設
を
前
提
に
、

幅
広
い
世
代
や
様
々
な
地
域

の
方
が
訪
れ
た
く
な
る
多
様

性
に
富
ん
だ
施
設
を
目
指
す

と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
立

地
に
つ
い
て
は
東
北
中
央
自

動
車
道
舟
形
イ
ン
タ
ー
チ
ェ

ン
ジ
か
ら
の
ア
ク
セ
ス
が
比

較
的
容
易
で
、
集
客
力
の
向

上
が
期
待
で
き
る
「
あ
ゆ
っ

こ
村
地
内
」
が
適
当
で
あ
る

と
の
報
告
を
受
け
て
い
ま
す
。

　
本
来
文
化
財
は
、
出
土
地

に
存
在
し
て
こ
そ
文
化
的
価

値
が
あ
り
、
大
き
な
意
義
が

あ
る
も
の
と
思
い
ま
す
。
国

宝
「
縄
文
の
女
神
」
が
出
土

地
で
あ
る
舟
形
町
に
里
帰
り

出
来
る
よ
う
、
現
在
の
所
有

者
で
あ
る
山
形
県
に
対
し
て
、

基
本
構
想
な
ど
も
示
し
な
が

ら
、
要
望
活
動
を
行
っ
て
ま

い
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

出
土
地
へ
の
返
還
に
向
け
要
望
活
動
を
行
う

縄
文
の
女
神
の
里
帰
り
の
実
現
性
は

叶内  昌樹　議員
かなうち ま さ き

斎藤  好彦　議員
さいとう よしひこ

質
問

質
問

町
長

町
長

質
問

町
長
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子育て世帯への
　　 さらなる支援を

質
問
　
舟
形
町
の
現
状
は
２

０
２
２
年
出
生
数
２０
人
、
婚

姻
７
組
と
な
っ
て
お
り
、
少

子
化
が
急
激
に
進
ん
で
い
る

現
状
に
あ
り
ま
す
。
当
町
で

は
生
み
育
て
や
す
い
施
策
を

先
ん
じ
て
行
っ
て
き
ま
し
た

が
、
そ
れ
で
も
現
状
は
解
決

の
方
向
に
は
向
か
っ
て
い
ま

せ
ん
。
さ
ら
に
生
み
育
て
や

す
い
支
援
の
充
実
を
進
め
る

べ
き
と
考
え
ま
す
。

　
具
体
的
な
施
策
の
提
案
と

し
て
、
①
学
校
給
食
費
の
無

償
化
、
②
小
学
校
・
中
学

校
・
高
校
卒
業
祝
金
の
支
給

　
こ
れ
ら
を
行
う
事
に
よ
り
、

親
の
負
担
軽
減
に
繫
が
り
生

み
育
て
や
す
い
環
境
が
進
む

も
の
と
思
い
ま
す
。
町
長
の

考
え
を
お
聞
き
し
ま
す
。

町
長
　
舟
形
町
に
住
み
、
子

ど
も
を
生
ん
で
い
た
だ
く
為

に
は
、
生
み
育
て
や
す
い
環

境
の
整
備
は
大
変
重
要
だ
と

考
え
て
い
ま
す
。
国
を
中
心

に
社
会
全
体
で
考
え
る
大
き

な
課
題
で
あ
り
ま
す
。
現
在

町
で
は
、
２５
以
上
の
子
育
て

応
援
サ
ポ
ー
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
展
開
し
、
切
れ
目
な
い
支

援
に
よ
り
、
生
み
育
て
や
す

い
環
境
を
整
備
し
て
い
ま
す

が
、
今
後
、
国
や
県
の
動
向

を
踏
ま
え
な
が
ら
、
支
援
の

充
実
を
進
め
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
学
校
給
食
費
の

無
償
化
は
、
現
在
の
と
こ
ろ

考
え
て
お
り
ま
せ
ん
。

　
卒
業
祝
金
の
支
給
に
つ
い

て
は
、
子
育
て
世
帯
に
お
け

る
、
節
目
節
目
の
負
担
は
大

き
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
何

ら
か
の
支
援
は
必
要
と
考
え

て
い
ま
す
。
今
後
、
国
が
示

す
異
次
元
の
少
子
化
対
策
な

ど
の
動
向
も
注
視
し
な
が
ら
、

支
援
の
時
期
や
内
容
に
つ
い

て
は
、
し
っ
か
り
検
討
し
子

育
て
支
援
を
実
施
し
て
ま
い

り
ま
す
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
の

　
　
　
　
　採
用
計
画
は

継
続
し
て
行
っ
て
い
く

質
問
　
町
を
再
発
見
す
る
た

め
に
も
、
隊
員
の
採
用
は
必

要
と
思
い
ま
す
。
今
回
提
案

し
た
い
の
は
、
移
住
定
住
を

促
進
す
る
た
め
の
隊
員
の
採

用
を
行
う
べ
き
と
思
う
が
、

町
長
の
考
え
を
お
聞
き
し
ま

す
。

町
長
　
隊
員
の
募
集
に
つ
い

て
は
、
継
続
し
て
行
っ
て
い

ま
す
。
今
回
提
案
が
あ
っ
た

移
住
定
住
を
促
進
す
る
協
力

隊
の
採
用
に
つ
い
て
は
重
要

な
こ
と
と
考
え
て
お
り
、
今

後
検
討
し
て
い
き
ま
す
。
こ

の
た
び
新
た
に
観
光
分
野
に

1
名
の
合
格
者
が
あ
り
、
現

在
承
認
を
待
っ
て
い
る
状
態

で
す
。
正
式
な
採
用
が
決
定

し
た
ら
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

卒業祝金は前向きに検討

一 般 質 問 一 般 質 問

質
問
　
最
上
郡
内
の
町
村
で

出
産
祝
い
金
を
支
給
し
て
い

る
の
は
、
最
上
町
は
第
１
子
、

第
２
子
が
１０
万
円
で
第
３
子

以
降
２０
万
円
を
現
金
と
商
品

券
の
組
み
合
せ
で
支
給
。
金

山
町
は
第
１
子
１０
万
円
、
第

２
子
２０
万
円
、
第
３
子
３０
万

円
で
現
金
と
商
品
券
で
支
給
。

鮭
川
村
は
第
１
子
１０
万
円
、

第
２
子
２０
万
円
、
第
３
子
３０

万
円
の
現
金
で
支
給
。
舟
形

町
は
、
第
１
子
以
降
一
律
で

１０
万
円
を
支
給
し
て
い
ま
す
。

　
議
会
報
モ
ニ
タ
ー
か
ら
、

一
律
１０
万
円
の
支
給
よ
り
２

人
目
３
人
目
と
支
給
額
が
上

が
れ
ば
も
っ
と
い
い
と
思
う
、

と
の
ご
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

「
す
く
す
く
赤
ち
ゃ
ん
祝
い

金
」
の
支
給
額
を
、
第
１
子

１０
万
円
、
第
２
子
３０
万
円
、

第
３
子
以
降
５０
万
円
を
提
案

し
ま
す
。
町
長
の
考
え
を
伺

い
ま
す
。

町
長
　
出
産
祝
い
金
の
金
額

に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
町

が
行
っ
て
き
た
類
似
の
交
付

金
と
し
て
、
平
成
３
年
度
に

「
舟
形
町
ハ
ピ
ネ
ス
養
育

金
」
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、

児
童
の
す
こ
や
か
な
成
長
を

は
か
る
目
的
で
、
第
３
子
の

出
生
に
対
し
て
３０
万
円
、
そ

の
後
１
人
増
す
ご
と
に
１０
万

円
を
加
算
し
た
額
を
支
給
す

る
と
い
う
も
の
で
、
そ
の
後

改
正
し
、
平
成
１５
年
度
か
ら

「
舟
形
町
こ
ど
も
養
育
支
援

金
」
と
し
、
１
子
に
つ
き
１０

万
円
の
支
給
と
な
り
ま
し
た
。

現
在
は
「
舟
形
町
す
く
す
く

赤
ち
ゃ
ん
祝
い
金
」
と
し
て
、

出
産
へ
の
祝
意
を
表
す
た
め

に
、
１
子
に
つ
き
１０
万
円
を

交
付
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
提
案
頂
い
た
祝
い
金

の
増
額
に
つ
い
て
は
、
第
７

次
舟
形
町
総
合
発
展
計
画
の

重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て

位
置
付
け
て
い
る
「
少
子
化

対
策
・
子
ど
も
育
成
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
」
に
よ
る
、
福
祉
分

野
、
保
健
医
療
、
産
業
労
働
、

青
少
年
健
全
育
成
、
教
育
な

ど
の
各
課
に
よ
る
取
組
を
考

慮
す
る
と
と
も
に
、
近
隣
市

町
村
の
状
況
、
そ
し
て
今
、

国
会
で
議
論
さ
れ
て
い
る

「
異
次
元
の
少
子

化
対
策
」
に
よ
り
、

今
後
示
さ
れ
る

「
経
済
的
支
援
の

強
化
」
や
「
子
育

て
家
庭
を
対
象
と

し
た
サ
ー
ビ
ス
拡

充
」
等
の
具
体
的

内
容
を
踏
ま
え
な

が
ら
、
総
合
的
に

検
討
し
て
ま
い
り

た
い
と
思
い
ま
す
。

支
給
を
総
合
的
に
検
討
す
る

す
く
す
く
赤
ち
ゃ
ん
祝
い
金
増
額
を

奥山  謙三　議員
おくやま けんぞう

伊藤  欽一　議員
い と う きんいち

命の誕生に健やかな成長を願って

山形県･最上地域の出生数の推移（平成24年～令和3年）

４月から地域おこし協力隊に着任した、
仙台市出身の佐藤浩二さんです

子育て支援センターで楽しく遊ぶ子供たち

質
問

質
問

町
長

町
長

質
問

町
長
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貴重な意見ありがとうございます。貴重な意見ありがとうございます。

◆表紙について
・現在もあるなんて喜ばしい事です（おさいど）また本年もよろしくお願いします。
・少子高齢化により、伝統芸能・伝統行事が衰退していく中、地域と協力して子ども達も混ざって色々な
　事をしていくのは貴重な経験。これからもずっと残していってほしいです。
・おさいとうの雰囲気が伝わってくる写真ですね。
・伝統行事の「おさいど」各町内会で行われているようですがこれからも長く続いてほしいです。
・いいと思います。
・伝統行事の一環で子供会の歩廊作り本当に幻想的で素晴らしいです。

◆臨時会・定例会概要、質疑応答について
　・特に気になったのは、空き家対策です。背景には人口流出なのか、お金がかかるのか。
　・空き家対策に関しては、雪の時期は凄く気になる所です。屋根に積もった雪が緩んで、道路まで来て
　　しまったり、積もり積もった屋根の雪で家が倒壊しないか心配である。
　・見るからに危険な空き家があるので、早めの解決をお願いします。
　・一軒でも多く危険空き家の解体を望みます。
　・全国でスクールバスの事故が起きているので、スクールバスの安全装置取り付けは良いと思います。
　　事故のないようにしていただきたいです。
　・送迎バスに取り残され園児死亡のニュースは本当に悲しかったです。安全装置の取り付けはいい事で
　　すが、保護者も園児も安心してバスを利用し、安全装置を使うことなく日々楽しく過ごせるように願
　　っています。

◆一般質問について
　・グランピングについて大いに良い。若者など興味を示すと思う。
　・舟形町にグランピングはいい案だと思います。若あゆ温泉エリアもいいですが、猿羽根山辺りも有効
　　活用するといいのでは？
　・グランピングもはやりでいいと思う。また、川の近くのキャンプが醍醐味という人もいると思う。両
　　方実現できれば最高だと思う。
　・舟形の河川公園付近の道路は、前が見えないほどのホワイトアウトになった経験があるので、防雪柵
　　が難しい状況でも何かしらの対策をお願いしたいです。
　・防雪柵設置について、長沢方面から新庄に通勤している人たちが、真っ白になって見えなくて怖かっ
　　たとよく話しています。なんとか対策してほしいです。
　・若あゆ温泉エリアの魅力向上が必要だと思います。

貴重な意見ありがとうございます。貴重な意見ありがとうございます。
議会報モニターより

◆議会活動について
　・きちんと３密を避け、また舟形の輪が広がっているようだ。
　・３年ぶりの舟形町東京友の会が開催出来てよかったですね。
　・舟形町に暮らす人にいいと思われる新しいことなどどんどん取り入れていってほしいと思います。
　・舟形中学校でのAIドリルの活用というのは、どんな感じのものなのか見てみたいわくわく感がわい
　　てきます。
　・将来的に小中一貫となるのでしょうか？
　・議会中継システムの早期導入をお願いします。

今回は議会だより193号（1月27日発行）に寄せられた意見や感想を掲載しています。
いただいたご意見は十分参考にし、今後の編集に役立てていきます。
Q1とQ2については、19ページにお答えを用意しています。

◆えがったなぁ、町民の声、編集後記について
　・カラーでほんのりして良い。
　・えがったなぁシリーズで貴重な町の子どもが見れて、毎回癒されます。
　・毎回、かわいい子供さんの写真で笑顔になれます!!
　・えがったなぁ　かわいいですね。
　・議会広報常任委員会の益々の御活躍にご期待申し上げます。

◆議会・町に対する意見等、その他
　・常に住民の声を聴いてありがたいです。
　・コインランドリーができるといいです。
　・舟形町に住んでいて良かったと思えるような町づくりをしていってほしいです。
　・町民グラウンドがもっと活用できればいいと思います。人工芝の予定はないのですか？
　・中学校グラウンドの照明を全体的に明るくしてほしいです。
　・モニターをさせてもらいじっくり目を通す習慣が出来て大変良かったです。

モニターさんのご意見にお答えします
Ｑ１．空き家対策について、多くのご意見をいただきました。
　・特に気になったのは、空き家対策です。背景には人口流出なのか、お金がかかるのか。
　・空き家対策に関しては、雪の時期は凄く気になる所です。屋根に積もった雪が緩んで、道路まで来て
　　しまったり、積もり積もった屋根の雪で家が倒壊しないか心配である。
　・見るからに危険な空き家があるので、早めの解決をお願いします。
　・一軒でも多く危険空き家の解体を望みます。

Ａ１．令和４年度は11軒の空き家を解体しました。令和５年度当初予算では18軒の解体を予定し、令和
　　４年度より約650万円多い1800万円の予算を計上しています。
　　　今後さらに迅速な対応をしていくよう、議会としても注視してまいります。

Ｑ２．議会中継システムの早期導入をお願いします。

Ａ２．令和５年度当初予算において、議会中継システム導入の予算を計上しています。より多くの皆さん
　　に議会を傍聴していただけるよう、引き続き努力してまいります。

Ｑ2

Ｑ1
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１．期　　日　令和５年２月13日（月）
２．調査内容　令和4年度 所管各課主要事業の成果について
〇総務課
（１）総務課
　　①健全で持続可能な財政運営 
　　②県内他市町村の財政状況（財政状況の見える化）
（２）デジタルファースト推進室
　　①舟形町デジタル化推進計画の推進方針
　　②町民サービスの向上・地域活性化のためのデジタル化
〇住民税務課
（１）交通安全教育における本年度の取り組み　　　　
　　①保育園、小学校、中学校を対象にした交通安全教育　
　　②高齢者を対象にした交通安全教育
〇健康福祉課
（１）健康増進事業における本年度の取り組み
　　①人間ドック等拡充検診　　　　　　　　　　　　
　　②ゲンキー介護予防教室
〇教育課
（１）ICT教育の推進
　　①小学校ではアプリを使用したドリル学習
　　②中学校ではAIドリル活用による個別最適化した学びの
　　　実現、各教科でアプリを使用した学習

　　③教員の働き方改革
　　　　統合型校務支援システムによる成績管理、職員会議
　　　資料のペーパーレス化等
３．所　　感
　令和４年度の各課主要事業の計画について昨年６月に説明
を受け、その後各事業の成果と振り返りの説明を受けた。
　当初の計画に対し進捗状況が見える化され、目標を達成し
た事業、次年度への課題等、各課年間の主要事業の内容が明
確になっていた。

各課計画通りに事業が遂行総務文教常任委員会所管事務調査報告

１．委員会設置期間
　　令和３年６月10日～令和５年４月30日
２．調査検討事項
　（１）地域活性化（地域人口、リーダー育成）について
　（２）女性の政治参画について
　（３）議会改革（傍聴者対応、議会中継導入）について
３．まとめ
　地域活性化について項目ごとに検討を重ねたが、一朝一夕
では解決策を見出すことは困難であり、引き続き議論を重ね、
議会としての提言を推し進めて行くべきとの結論に達した。
　議会改革については、傍聴者対応など早期に実施できたこ
と、舟形中学校３年生による議会傍聴を実施できたこと、議
会中継等については建議書の提出により導入が早められたこ
とは一定の成果と考えている。

　コロナ禍で議会報告会、各種団体との意見交換会等が開催
できなかったことは残念であった。　

一定の成果が得られた舟形町議会地域活性化特別委員会報告

１．委員会設置期間
　　令和３年５月１日～令和５年３月15日
２．調査検討事項
　（１）地方創生臨時交付金事業の要望・検討
　（２）地方創生臨時交付金による整備事業の現地調査
　（３）オンラインによる特別委員会の開催
３．まとめ
　一時期に比べ感染者数も減少傾向にはあるが、完全な収束
には至っていない現状のなか、３月13日からはマスクの着
用を個人の判断に委ねる方針や５月８日からは新型コロナウ
イルス感染症の位置づけが「２類相当」から「５類」に移行
するなど、コロナに対する姿勢に変化が見えてきている。
　しかしながら、まだまだ自己責任による感染予防対策は必
要であり、町議会としても町民の安心・安全確保のため情報

収集につとめ、今後も調査検討を継続する必要性があると考
える。

　今後、委員会設置終了後に対策等の検討が必要と判断した
場合は、議会運営委員会が中心となり協議を行う。

国・県・町の施策への提案・要望を協議舟形町議会新型コロナウイルス感染症対策特別委員会報告

１．期　　日　令和５年１月３１日（火）
２．調査内容　
（１）大雪による被害状況について（農業振興課）
（２）積雪による倒木被害について
　（地域整備課・地域強靭化対策室）
　ア 住宅
　　①西又、舟形１において住家裏からの倒木により屋根軒
　　　先一部破損
　　②堀内空き家：雪の重みで倒壊
　イ 道路への倒木　
　　①舟形一号線の他１１路線（町道）
　　②新庄次年子村山線の他４路線（県道）
　ウ 公共施設
　　①12月21日　西又･松橋地区､光ファイバー線50ｍ断線
　　　舟形小学校トンボモニュメント一部破損
　　②12月27日　舟形中グランド脇倒木により照明電線切断
　　　野球場ネット一部破損
（３）土砂災害警戒区域等について　（地域整備課）
　ア 砂防三法指定区域の位置図確認
　イ 土砂災害（特別）警戒区域の位置図確認
（４）若あゆ温泉センターハウス改修工事 (まちづくり課)
　　センターハウスの機能強化を図るとともに、より魅力あ

　　る施設として整備し、快適な空間を創出することで、利
　　便性の向上を図る。
３．所　　感
（１）12月15日から連日大雪警報が発表され、町内全域で
　　倒木による被害が多数確認された。異常気象によると思
　　われる豪雪の対処法は難しく感じられるが、予想される
　　被害への対処方法などは早めの周知が必要である。
（２）土砂災害警戒区域については、さらなる住民への状況
　　の周知徹底を図る必要がある。
（３）センターハウス改修工事によって利用者が増加するこ
　　とを期待する。またセンターハウスは、観光物産協会へ
　　の貸しテナントによる運営をしているが、時代に合った
　　賃貸料に見直す必要があるのではないか。

温暖化による気候変動に注視産業振興常任委員会所管事務調査報告

　
全
国
町
村
議
会
議
長
会
が
主
催
す
る
町
村
議

会
広
報
ク
リ
ニ
ッ
ク
が
全
国
町
村
議
員
会
館

（
東
京
都
）
に
て
開
催
さ
れ
、
参
加
し
ま
し
た
。

今
年
度
は
未
來
交
創
株
式
会
社
代
表
、
朝
日
新

聞
元
校
閲
セ
ン
タ
ー
長
の
前
田
安
正
氏
に
よ
る

「
議
会
だ
よ
り
ふ
な
が
た
１
９
２
号
」
の
講
評

を
受
け
ま
し
た
。
現
在
の
議
会
だ
よ
り
の
良
い

点
や
、
具
体
的
な
修
正
点
を
指
摘
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　
今
後
も
よ
り
よ
い
紙
面
づ
く
り
に
努
め
、
町

民
の
皆
さ
ん
に
伝
わ
り
や
す
い
広
報
紙
を
目
指

し
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

（
令
和
５
年
２
月
１６
日
）

読
者
の
視
点
に
た
っ
た
広
報
を
目
指
し
て

全
国
議
会
広
報
ク
リ
ニ
ッ
ク 増設された飲食スペース

AIドリルを使った授業

活発な意見を交わす委員会

オンラインによる特別委員会

皆さんにより伝わりやすい議会広報を目指し研修
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表
紙
の
こ
と
ば

次回の定例会は ６月上旬に開催される予定です｡

議会だよりふながたの
　  表紙写真を募集します。

　｢議会だよりふながた｣を、住民参加型のより身近
な広報誌とするため、表紙の写真を募集します。

■応募方法：写真データを議会事務局へ持参するか
　　　　　　電子メールで送付してください。

■問 合 せ：舟形町議会事務局 32-0030（直通）
　　　　　　gikai@town.funagata.yamagata.jp

議
会
の
う
ご
き

▼
１
月

　
27
日
　
第
１
回
臨
時
会

　
　
　
　
議
会
地
域
活
性
化
特
別
委
員
会

　
　
　
　
最
上
県
勢
懇
話
会

　
31
日
　
産
業
振
興
常
任
委
員
会

▼
２
月

　
１
日
　
議
会
運
営
委
員
会
視
察
研
修
（
〜
２
日
） 

　
13
日
　
総
務
文
教
常
任
委
員
会

　
14
日
　
舟
形
町
教
育
功
労
者
表
彰
式

　
16
日
　
全
国
町
村
議
会
議
長
会
主
催
研
修

　
　
　
　
令
和
４
年
度
町
村
議
会
広
報
ク
リ
ニ
ッ
ク（
〜
17
日
）

　
20
日
　
議
会
地
域
活
性
化
特
別
委
員
会

　
　
　
　
議
会
運
営
委
員
会

　
21
日
　
最
上
地
方
市
町
村
議
会
議
長

　
　
　
　
　
　
　
　
・
副
議
長
合
同
会
議
（
〜
22
日
）

　
28
日
　
議
会
運
営
委
員
会

▼
３
月

　
３
日
　
全
員
協
議
会

　
７
日
　
３
月
定
例
会
（
〜
15
日
）

　
　
　
　
議
会
広
報
常
任
委
員
会

　
14
日
　
舟
形
中
学
校
卒
業
式

　
18
日
　
舟
形
小
学
校
卒
業
式

　
20
日
　
令
和
４
年
度
地
域
お
こ
し
協
力
隊
等
活
動
報
告
会

　
27
日
　
舟
形
ほ
ほ
え
み
保
育
園
卒
園
式

　
29
日
　
議
会
広
報
常
任
委
員
会

　
　
　
　
山
形
県
勢
懇
話
会

紙
面
の
都
合
上
、
主
な
行
事
を
抜
粋
し
、
掲
載
し
て
い
ま
す
。

そ
の
他
、
各
議
員
が
各
地
区
行
事
等
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

教
育
委
員
会
教
育
長
の
任
命
に
同
意

農
業
委
員
会
委
員
の
任
命
に
同
意

伊藤 幸一 氏
（西　堀）

いとう こういち

任期は
令和5年4月１日より
令和8年3月31日まで

舟
形
町
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　選
任
に
同
意

髙橋 忠昭 氏
（富田第２）

たかはし ただあき

任期は
令和5年4月15日より
令和8年4月14日まで

任期は令和5年4月１日より令和8年3月31日まで

　
３
月
１８
日
に
舟
形
小
学
校
の
第
１０
回
卒

業
式
が
あ
り
、
３１
名
の
子
ど
も
た
ち
が
巣

立
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　
今
年
の
卒
業
生
は
３
年
間
、
新
型
コ
ロ

ナ
感
染
症
の
影
響
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
制
限

を
受
け
て
の
学
校
生
活
だ
っ
た
と
思
い
ま

す
。

　
４
年
生
以
上
の
在
校
生
だ
け
が
出
席
し

て
の
卒
業
式
で
し
た
が
、
校
長
先
生
の
祝

辞
で
「
卒
業
生
の
皆
さ
ん
は
可
能
性
の
塊

で
す
。
カ
ベ
に
突
き
当
た
っ
た
時
、
変
わ

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。」
の
言
葉
が
と
て

も
印
象
的
で
し
た
。

　
卒
業
生
の
皆
さ
ん
、
ご
卒
業
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

○
山
形
県
知
事
表
彰

　・
県
勢
発
展
に
努
め
た
功
績
の
た
め

○
全
国
町
村
議
会
議
長
会
表
彰

　・
議
長
在
職
７
年
以
上

　・
特
別
表
彰
︵
議
会
運
営
、
地
域
発

　
　展
振
興
に
特
に
顕
著
な
功
績
が
あ

　
　っ
た
者
と
し
て
︶

写
真
左
か
ら

八
鍬

　
　太  

氏

○
全
国
町
村
議
会
議
長
会
表
彰

　・
議
員
在
職
１５
年
以
上

佐
藤

　広
幸  

氏

○
山
形
県
町
村
議
会
議
長
会
表
彰

　・
議
員
在
職
１１
年
以
上

奥
山

　謙
三  

氏

○
山
形
県
町
村
議
会
議
長
会
表
彰

　・
議
員
在
職
１１
年
以
上

斎
藤

　好
彦  

氏

全国町村議会議長会･山形県町村議会議長会･山形県知事

議会より
トルコ･シリア大地震への

お見舞い

議会より
トルコ･シリア大地震への

お見舞い

自治功 労者表彰
斉

　藤

　和

　彦

大

　場

　清

　志

叶

　内

　公

　直

沼

　沢

　弘

　明

富

　樫

　明

　美

佐

　藤

　
　
　昇

叶

　内

　栄

　一

早

　坂

　
　
　守

進

　藤

　節

　子

佐

　藤

　
　
　司

長

　
　尾

長
沢
第
１

長
沢
第
２

舟
形
第
１

西

　
　堀

沖
　の
　原

長
　者
　原

福
　寿
　野

富
田
第
２

新

　
　堀

地

　区

氏

　
　名

　町の学校教育では、保小連携、小中連携を重視しながら、保小中一貫教育を目指した教育体制で取り組んでいるとこ
ろであり、まだ小中一貫校について決定したものではありません。
　連携教育の考え方については、それぞれの教員が相互に情報交換や交流を行うことによって、保育園、小学校、中学
校教育を円滑に行うことを目指したものです。
　近年、最上地域において、新庄市で萩野学園や明倫学園、戸沢村では戸沢学園といった小中一貫での学校が出てきて
います。町でも将来、新たな中学校を移転建築する際の選択肢の一つとして考えているところです。
　小中一貫校については、義務教育９年間をどのような教育課程で学校運営を行うか様々な考え方があります。今後町
の進め方については、教育行政の情勢を踏まえながら検討していく考えです。
　中学校の移転時期については未定ですが、移転することに決定しています。保護者の皆さんも町の教育行政に関心を
持ち、子供たちの教育環境がよりよく整うよう注視していきましょう。

舟形町の小中一貫校の展望

新庄市立萩野学園戸沢村立戸沢学園

　３月17日、舟形町議会議員全員よりトル

コ・シリア大地震に被災された方々に対して

集められた義援金10万円を、駐日トルコ大

使館へ送金しました。

　この大地震により亡くなられた方々のご冥

福をお祈りするとともに、被災された方々へ

心よりお見舞い申し上げます。そして、一日

も早い復興をお祈り申し上げます。
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発行責任者
議　　長　八 鍬　　 太

議会広報常任委員会
委 員 長　小 国　浩 文

副委員長　石 山　和 春

委　　員　伊 藤　欽 一

委　　員　荒 澤　広 光

委　　員　叶 内　昌 樹

声

　皆
さ
ん
の
声
を
掲
載
す
る
欄

で
す
。
議
会
に
対
す
る
ご
意
見

・
ご
要
望
等
、
ど
う
ぞ
お
気
軽

に
お
寄
せ
く
だ
さ
る
よ
う
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
５
月
８
日
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
法
律
上

の
位
置
づ
け
が
、
季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
な
ど
と
同

じ
５
類
に
移
行
す
る
方
針
が
決
ま
っ
て
い
ま
す
。
コ
ロ

ナ
が
流
行
し
て
か
ら
、
様
々
な
行
事
・
イ
ベ
ン
ト
等
が

自
粛
・
中
止
・
縮
小
さ
れ
、
行
動
制
限
さ
れ
て
き
ま
し

た
。
緩
和
後
は
日
常
生
活
が
戻
っ
て
く
る
こ
と
を
願
っ

て
い
ま
す
。

　
現
在
、
円
安
・
原
材
料
価
格
の
高
騰
で
値
上
げ
が
止

ま
り
ま
せ
ん
。
終
わ
り
の
見
え
な
い
物
価
高
に
不
安
を

感
じ
て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
中
、
町
か
ら
「
生
活
応

援
商
品
券
」
を
１
人
１
万
円
分
配
布
し
て
い
た
だ
き
、

大
変
有
難
く
大
切
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
中
学
校
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
部
活
動
や
ス
ポ
少
な
ど
で

使
用
し
て
い
ま
す
。
照
明
が
片
側
に
し
か
な
く
、
薄
暗

い
中
で
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
で
は
行
動
範
囲

が
狭
く
、
限
ら
れ
た
ス
ペ
ー
ス
で
の
練
習
に
な
り
ま
す
。

足
元
が
見
え
づ
ら
く
転
倒
、
端
の
ほ
う
で
は
転
落
の
危

険
性
が
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。
照
明
を
増
や
し
て
い
た

だ
く
と
、
安
全
か
つ
活
動
範
囲
が
広
が
り
ま
す
。
ご
検

討
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

（議会より）

　グラウンドで安全に活動が

できるよう、議会としても働

きかけていきます。

シリーズ

♥名前の由来は何ですか？
　　清く美しく、実りのある人生を送れるようにという願いを込め
　ました。

♥舟形町での育児はどうですか？
　　子育て支援に対する制度が手厚く、安心して子育てができます。

♥舟形町のいいところ・改善してほしいところは？
　　自然が豊かで、静かなところ。

♥舟形町に望むことはありますか？
　　子どもが遊ぶ施設や公園を増やしてほしいです！
　　大型の遊具がもう少しあると、たくさん身体を動かせるので
　最高です！！

【お願い】｢えがったなぁ」に出てみませんか。
　　　　　舟形町に嫁いでこられたお嫁さん・お婿さん、その他
　　　　　｢えがったなぁ」に出てみたい方を募集します。
（連絡先）舟形町役場議会事務局 ☎３２－００３０（直通）

今回は、舟形第３の
磯谷  俊輔さん・莉奈さんの
お子さんの杏乃ちゃん（8ヶ月）です。
皆さんよろしくお願いします。

　
コ
ロ
ナ
感
染
症
も
よ
う
や
く
収

束
の
兆
が
み
え
て
き
ま
し
た
。
小

学
校
、
中
学
校
は
３
年
振
り
に
卒

業
生
が
マ
ス
ク
無
し
で
の
卒
業
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
４
月
６
日
、
ほ
ほ
え
み
保
育
園

の
入
園
式
が
行
わ
れ
、
新
入
児
を

含
め
た
９６
名
の
保
育
が
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。
８
日
の
午
前
中
に
舟

形
小
学
校
で
３０
名
の
入
学
式
、
午

後
か
ら
は
中
学
校
で
新
入
生
３１
名

を
迎
え
て
の
入
学
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
今
回
が
現
広
報
委
員
で
の
発
刊

が
最
後
に
な
り
ま
す
が
、
議
会
広

報
モ
ニ
タ
ー
さ
ん
や
多
く
の
皆
様

か
ら
の
ご
意
見
を
参
考
に
し
な
が

ら
、
見
や
す
く
読
ま
れ
る
議
会
だ

よ
り
を
目
指
し
て
き
ま
し
た
。
次

号
か
ら
は
新
体
制
の
委
員
で
の
発

行
と
な
り
ま
す
。

　
今
後
と
も
読
ま
れ
る
議
会
だ
よ

り
を
目
指
し
編
集
し
ま
す
の
で
、

皆
様
の
ご
意
見
や
感
想
を
お
寄
せ

く
だ
さ
い
。   （
伊
藤
　
欽
一 

記
）

しゅんすけ り　 な

あ　 の

八 鍬  　誠 さん
（ 富田一 ）

赤ちゃん

 うまれて

や　 くわ まこと


